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JForest 全国森林組合連合会  
農 林 中 央 金 庫  

                                       
 

森林由来クレジットによるカーボンニュートラル社会への貢献を目指した 
連携協定の締結とプラットフォームの立上げについて 

 

                
 

JForest 全国森林組合連合会（以下「全森連」）および農林中央金庫（以下「農林中金」）は、
森林・林業のグリーン成長化、カーボンニュートラル社会への貢献を目的として、株式会社日本オフセット
デザイン創研協力のもと「森林由来クレジットにおける連携協定」を締結するとともに、2023年 3月末を
目途に森林由来クレジットにかかるプラットフォームを立ち上げ、運営していきます。 
 これにより、森林由来クレジットの創出・活用を活発化させ、地球温暖化対策に取組む企業・団体の
オフセットニーズや CSR活動に応えるとともに、森林・林業への資金循環を通じて、持続的な森林・林業
経営および森林資源の循環利用の促進を図り、カーボンニュートラル社会の実現に貢献してまいります。 

 

日本は、国土面積の約 3 分の 2 を森林が占め、総森林蓄積は約 52 億㎥（この 50 年間で 2.8
倍増加）に及ぶ森林大国です。足元では、生物多様性の保全や二酸化炭素吸収による地球温暖化
防止など、森林の有する多面的機能への注目が集まっております。特に、森林による二酸化炭素吸収
量は、2030年において政府目標約 3,800万ｔ-CO2が掲げられており、政府目標の達成に向けて、
官民一体となった取組強化も必要となっています。 

 

森林組合系統では、これまでも森林由来クレジットの組成に取り組んできましたが、森林所有者の合
意や永続性担保措置などの制度の制約や販売先開拓が難航するなどの理由から、取組みは限定的で
した。しかしながら、カーボンニュートラルへの取組みが世の中全体で加速するなかで、改めて森林由来ク
レジットへの関心が高まっている情勢を踏まえ、全森連・農林中金がクレジットの組成から販売に至る一
連の取組みをサポートするプラットフォームを立ち上げることにいたしました。 

 

プラットフォーム構築により、森林管理を担う全国の森林組合（県域の連合会も含む）が従来以上
に円滑に森林クレジットを組成できるようになるとともに、プラットフォーム上で森林組合とクレジットの購入
を希望する企業・団体を引き合わせることが可能となります。これにより、森林・林業に安定的に民間資
金が流入し持続的な森林管理の一助になることが期待されます。また、クレジット創出の取組みを通じて、
今後は ICT等の先端技術を活用した森林資源の把握など、スマート林業の推進や森林資源情報のデ
ジタル化にも取り組んでまいります。 
 

  林業は気候変動の緩和に貢献する産業であり、森林の適切な整備や保全等を通じて、森林吸収
源対策を含む地球温暖化防止の取組みを推進していく必要があります。引き続き、全森連および農林
中金は森林整備等の取組みを通じた、SDGsの実現に向けて貢献してまいります。 
 
 
 



＜JForest全国森林組合連合会の概要＞ 
住 所 東京都千代田区鍛冶町 1 丁目 ９ 番 16号 
代 表 者 中崎 和久 
設 立 年 1952年 8 月 
事 業 内 容 各県域の森林組合連合会を会員とし、会員や会員の構成員である森林組合の経

済的・社会的地位の向上並びに森林の保続培養及び森林生産力の増進を図るた
めの事業を実施。 

関連 URL http://www.zenmori.org 
 
 
＜農林中央金庫の概要＞ 
住 所 東京都千代田区大手町 1 丁目 2 番 1 号 
代 表 者 奥 和登 
設 立 年 1923 年 12 月 
事 業 内 容 JA（農協）・JF（漁協）・JForest（森組）などからの出資および JA バンク・JF 

マリンバンクの安定的な資金調達基盤を背景に、会員や農林水産業者、農林水産
業に関連する企業などへ貸付を行うとともに、運用の最終的な担い手として国内外で
多様な投融資を行い会員へ安定的に利益を還元。 

関連 URL https://www.nochubank.or.jp 
 
 
（協力会社） 
＜株式会社日本オフセットデザイン創研の概要＞ 
住 所 兵庫県神戸市中央区北長狭通５丁目５番 18号 
代 表 者 浦上 尚己 
設 立 年 2008 年 10 月 
事 業 内 容 森林による温室効果ガス削減及び相殺に関する事業、環境保全に関する事業、国

産材を利用した商品開発及び販売に関する事業などを行う。 
関連 URL http://www.offset-design.co.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【本件に関するお問い合わせ先】 
JForest全国森林組合連合会 組織部 

（淡田・宮城）TEL︓03-6700-4735 
 農林中央金庫 企画管理部 広報財務 IR班 

（宮澤・水元）TEL︓03-6362-7172 



森林由来クレジットのプラットフォーム（イメージ）
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 クレジットの創出から販売までを一気通貫でサポートできる体制を構築し、クレジット購入ニーズのある企業・団体等に対し、全国
津々浦々の森林組合系統から創出される森林由来クレジットの販売仲介を行うもの。

（協力会社）



森林・林業のサステナブルな循環
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 森林の適切な管理（間伐、主伐後再造林等）を行うことは経済的な負担が伴いますが、森林クレジットの組成・販売により、
安定的に民間資金を活用することが出来れば、森林資源の循環利用の持続性が高まります。

 森林の適切な管理や森林資源の持続的な利用によって、森林全体の成長による温室効果ガスの吸収やその貯蔵を図り、脱
炭素社会への実現に貢献をすることが出来ます。

再造林コスト発生
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